
コア会議の実施報告（令和４年８月実施）

【当日の流れ】

1. ピアサポートについての整理と他区の活動例を知る

江戸川区相談支援センターくらふと 吉澤氏より報告

2. どのようなピアサポートの取り組みを行っているのかを共有

3. どのようなピアサポート活動を進めていくと良いか、意見交換
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コア会議の実施報告（令和４年８月実施）

【文京区のピアサポートの取り組み状況】

①仲間としての活動

• 事業所のグループ活動や地活のオープンスペースで利用者同士が交
流している

• 仕事をしている人、したい人が集まった話をする機会を持つ

• 自助グループとして断酒会など、悩みを共有できる機会が確保され
ている
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コア会議の実施報告（令和４年８月実施）

【文京区のピアサポートの取り組み状況】

②社会に働きかける活動

• 家族会にて当事者に自分の生活等を話してもらう

• 事業所で就職などの体験談の話をしてもらう
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コア会議の実施報告（令和４年８月実施）

【文京区のピアサポートの取り組み状況】

③役割をもった活動

• 当事者を職員として雇用。当事者同士で悩みを話している

• 世の中お助け隊（神社の清掃、メンバーの自宅の草むしりなど）
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コア会議の実施報告（令和４年８月実施）

【ピアサポート活動への働きかけ】

• 同じような悩みをもつ人が地域で話せる居場所づくりに取り組んで
いる（障害をもちながら就労している人、若年性認知症の人など）
➢区内に7カ所、多世代が集まる場を整備中（高齢者・子育て世帯など）

• 発症や回復過程についての経験を語ってもらう機会をもつ

• 福祉祭りで参加者にそれぞれの障害当事者の話を聞いてもらうイベ
ントを開催

• 出張型で事業所等に出向きピアグループを開催することで参加者が
増えた

• ピアサポーター活用アドバイザー事業
（東京都地域移行体制整備支援事業） 14



コア会議の実施報告（令和４年８月実施）

【コア会議で出た意見】

• 社会貢献したいという気持ちは皆持っているが、社会貢献できる場
を知らなかったり、ピアサポーターという発想や概念を持ち合わせ
ていないことも多い。

• 当事者が語る機会を持ち、周囲の役に立つ経験をするメンバーもい
る。（家族会では当事者の話は成功例が聞けて人気がある）

• ピア活動についての勉強会があっても良い

• 様々なピアの形があるため、いろんな形を学習して知っていただく
ことは効果的。

• 既に当事者がやっている活動がピア活動に該当するという気づきを
促すきっかけを作る
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コア会議の実施報告（令和４年８月実施）

【コア会議で出た意見】

• 支援者がピアサポートについて学ぶところからスタートしたい。

• 薬局など、ちょっとした日常動作の困りごとに対し、当事者の「分
からない」気持ちに寄り添えるピアサポーターがいるだけでも良い
のではないか。
心の健康ガイドを配ったときも反響があった。何か手助けが欲しい
と思っている人も多いため、薬局をうまく使えると良い。
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